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論 文 内 容 の 要 旨 
紙及び板紙製品は食品関連の容器包装として広く使用されているが、主な素材が天然物であることより一部
を除いて食品衛生法の規制の対象となっていない。そこで、キッチンペーパー、菓子箱、ファーストフードの
容器等の食品関連の容器包装を対象として、材質に残存する化学物質の同定・測定及び遺伝毒性試験を行い安
全性を評価した。 
試料は、2001年に購入したバージン紙製品16試料、リサイクル紙製品12試料とした。測定対象物質は、ス
ライム防止剤及びこれまで紙から検出の報告があるビスフェノールA（BPA）類やベンゾフェノン（BZ）類など
計20物質とした。遺伝毒性は枯草菌を用いたレックアッセイ及びヒト骨髄由来HL60細胞を用いたコメットア
ッセイで評価した。 
その結果、リサイクル紙製品から特徴的に３種のアルキルアミノベンゾフェノン類［4,4’-ビス（ジメチル
アミノ）ベンゾフェノン（MK）、4,4’-ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン（DEAB）、4-（ジメチルアミノ）
ベンゾフェノン（DMAB）］が検出された。BPA及びBZはバージン紙製品とリサイクル製品の両方から検出され
たが、リサイクル紙製品においてより高濃度で検出された。紙抽出物及びこれらから検出された化学物質をレ
ックアッセイで試験したところ、13製品（リサイクル紙製品：9/12、バージン紙製品：4/16）がDNA損傷性を
示した。化学物質の中では、1,2-ベンゾイソチアゾリン-3-オン(BIT)、2,4,5,6-テトラクロロイソフタロニト
リル、2,4,6-トリクロロフェノール及びペンタクロロフェノールが DNA損傷性を示し、MK、DEAB、DMAB、PA
及びBZはDNA損傷性を示さなかった。バージン紙製品1試料の細胞毒性発現物質はBITであると示唆された。
DNA損傷性を示した8試料についてコメットアッセイを行い、うち6試料がコメット細胞を増加させた。 
リサイクル紙製品はバージン紙製品に比べて化学物質の検出量・遺伝毒性ともに高かった。しかし、リサイ
クル紙製品に含有される遺伝毒性物質を特定することはできなかった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
紙及び板紙はキッチンペーパー、菓子箱、ファーストフードなどの食品関連の容器包装として広く使用され
ているが、主な素材が天然物であることより一部を除いて食品衛生法の規制の対象となっていない。本研究は、
食品関連の容器包装を対象として、材質に残存する化学物質の同定・測定及び遺伝毒性試験を行い安全性を評
価したものである。 
2001年に購入した16のバージンパルプ紙製品、12のリサイクル紙製品が試料とされ、スライム防止剤及び
これまで紙から検出の報告があるビスフェノールA（BPA）類やベンゾフェノン（BZ）類など計20物質が測定
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対象物質とされた。枯草菌を用いたレックアッセイ及びヒト骨髄由来HL60細胞を用いたコメットアッセイで遺
伝毒性が評価された。 
その結果、リサイクル紙製品から３種のアルキルアミノベンゾフェノン類［4,4’-ビス（ジメチルアミノ）
ベンゾフェノン（MK）、4,4’-ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン（DEAB）、4-（ジメチルアミノ）ベンゾ
フェノン（DMAB）］及びペンタクロロフェノール（PCP）が検出された。BPA及びBZはバージンパルプ紙製品と
リサイクル紙製品の両方から検出されたが、リサイクル紙製品においてより高濃度で検出された。紙抽出物及
びこれらから検出された化学物質をレックアッセイで試験したところ、13製品（リサイクル紙製品：9/12、バ
ージンパルプ紙製品：4/16）にDNA損傷性が示された。化学物質の中では、1,2-ベンゾイソチアゾリン-3-オン
(BIT)、2,4,5,6-テトラクロロイソフタロニトリル、2,4,6-トリクロロフェノール及びPCPにDNA損傷性が示さ
れ、MK、DEAB、DMAB、BPA及びBZには示されなかった。バージンパルプ紙製品に含まれる細胞毒性発現物質の
一つはBITであると示唆された。DNA損傷性を示した8試料についてコメットアッセイが行われ、うち6試料
がコメット細胞の増加を示した。リサイクル紙製品はバージン紙製品に比べて化学物質の検出量・遺伝毒性と
もに高いことが示された。しかし、リサイクル紙製品に含有される遺伝毒性物質は特定されなかった。 
以上の研究成果は、食品関連の紙及び板紙製品の安全性に関して新しい知見を与えるものであり、著者は博
士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
